
…
紹
　
　
介
…

R
・
A
・
ス
タ
ソ
著

山
口
瑞
鳳
・
定
方
晟
訳

チ
ベ
ッ
ト
の
文
化

　
本
書
は
、
名
著
の
誉
高
い
、
　
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
ス
タ
ン
氏
菊
。
ζ
と
蹄
Φ
α

望
⑦
一
P
　
ト
象
9
ミ
ミ
頓
ミ
帖
ミ
い
獄
隷
馬
竃
ミ
”
℃
鴛
銃

H
り
蕗
の
全
訳
で
あ
る
。
ス
タ
ン
氏
の
略
歴
は
、
’

本
書
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
要
す
る

に
、
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
の
民
俗
学
的
、
宗

教
学
的
方
法
に
よ
る
研
究
者
と
し
て
若
年
の
こ
ろ

よ
り
業
綾
を
あ
げ
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
学
者
と
し
て

の
高
名
を
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
れ
ば
十
分

で
あ
ろ
う
。
本
書
も
氏
が
優
れ
た
罠
族
学
者
、
宗

教
学
者
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
示
す
よ
う
な
興

味
津
々
た
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
氏
は
本
書
の

執
筆
に
あ
た
り
、
　
「
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
書
を

要
約
し
た
り
、
ど
こ
で
も
読
め
る
よ
う
な
こ
と
を

繰
返
す
の
は
避
け
、
で
き
る
限
り
、
チ
ベ
ッ
ト
と

中
国
の
原
典
を
利
用
し
㌃
．
新
し
い
事
実
を
紹
介
す

る
の
に
力
点
を
お
い
た
」
と
い
う
（
ま
え
が
き
五

頁
）
。
確
に
本
書
は
そ
の
意
味
で
、
訳
者
も
指
摘

す
る
と
お
り
、
　
「
専
門
家
に
と
っ
て
は
出
発
点
と

な
り
、
近
接
学
科
の
人
々
に
は
チ
ベ
ッ
ト
学
の
決

箪
報
告
的
な
も
の
」
（
訳
者
あ
と
が
き
三
四
六
頁
）

と
い
っ
て
よ
い
。
原
著
が
屈
託
、
定
方
両
氏
の
努

力
に
よ
っ
て
こ
こ
に
邦
訳
さ
れ
、
我
々
に
一
層
利

用
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
読
者
と
と
も

に
喜
び
た
い
。
以
下
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　
第
一
章
「
土
地
と
住
民
」
は
、
主
と
し
て
歴
史

的
に
存
在
し
た
諸
種
族
の
名
称
、
そ
の
居
住
地
な

ど
を
説
明
し
て
い
る
が
、
「
チ
ベ
ッ
ト
人
の
国
土

観
」
と
い
う
節
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が
自
ら
を
野

蛮
な
愚
な
民
族
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
が
仏
教
の

流
入
に
よ
っ
て
優
れ
た
民
族
に
昇
華
し
た
こ
と
を

言
い
、
そ
れ
は
中
国
な
ど
の
場
合
と
全
く
異
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
二
章
「
歴
史
の
概
観
」
は
七
－
九
世
紀
の
古

代
王
朝
、
そ
れ
以
後
の
ラ
マ
教
会
権
力
の
形
成
に

大
別
さ
れ
る
が
、
最
後
に
チ
ベ
ッ
ト
の
現
状
に
つ

い
て
、
　
「
周
囲
の
大
国
は
勿
論
、
チ
ベ
ヅ
ト
人
自

身
も
チ
ベ
ヅ
ト
の
独
立
を
宣
言
す
る
こ
と
を
望
ま

ず
、
チ
ベ
ッ
ト
は
近
代
世
界
の
中
に
あ
っ
て
自
ら

を
平
然
と
中
世
的
体
制
に
縛
り
つ
け
た
ま
ま
全
く

順
化
の
努
力
を
行
わ
な
か
っ
た
」
と
し
、
　
「
突
然

起
っ
た
変
化
に
徐
々
に
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
た
め
、
減
亡
に
瀕
し
た
｝
文
明
の
悲

劇
で
あ
る
」
と
す
る
の
は
（
八
六
頁
）
、
筆
者
も

同
感
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
社
会
」
の
一
節
「
生
活
形
態
」
で
は
、

チ
ベ
ッ
ト
は
遊
牧
が
主
か
、
農
耕
が
主
か
と
い
う

従
前
か
ら
の
命
題
が
取
上
げ
ら
れ
、
氏
は
歴
史
的

文
献
を
精
査
し
、
基
本
的
に
は
農
耕
社
会
で
あ
る

と
結
論
づ
け
る
。
資
料
の
吟
味
、
利
用
の
方
法
は

適
確
で
、
本
書
中
、
筆
者
の
最
も
興
味
を
そ
そ
ら

れ
、
頷
か
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
宗
教
と
習
俗
」
で
は
、
従
来
の
考
え

で
は
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
は
ラ
マ
教
と
、
そ
れ
に
先

行
す
る
ボ
ソ
教
の
二
つ
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ

る
が
、
氏
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が
最
初
か
ら
持
っ
て

い
た
伝
統
的
観
念
、
習
俗
の
総
体
即
ち
「
人
の
宗

教
」
蜜
一
9
0
ω
を
推
定
し
、
こ
れ
を
基
礎
に
ボ
ン

教
、
　
ラ
マ
教
な
ど
の
「
神
の
宗
教
」
い
｝
6
0
ぎ
ω

の
存
在
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
章
は
氏
の
宗
教
学

的
、
身
締
学
的
素
養
の
深
さ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗

教
に
つ
い
て
の
広
い
知
識
を
遣
憾
な
く
発
揮
し
た

部
分
で
、
全
く
琉
の
独
檀
場
と
い
っ
て
よ
い
。
特

に
行
事
の
風
習
ま
た
は
ボ
ソ
教
な
ど
の
う
ち
に
イ

ラ
ン
的
な
影
響
ま
で
見
出
し
て
い
る
の
は
（
二
望

七
頁
、
二
六
〇
頁
）
さ
す
が
で
あ
る
。

　
第
五
章
「
美
術
と
文
学
」
も
ま
た
直
な
ら
で
は

の
文
字
で
あ
る
。
古
代
の
詩
を
論
衡
文
書
に
探
り
、

中
世
の
そ
れ
を
ミ
ラ
レ
パ
の
詩
な
ど
を
利
用
し
て

述
べ
、
演
劇
を
語
り
、
叙
事
詩
と
し
て
最
も
氏
の
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介紹

得
意
と
す
る
ケ
サ
ル
王
物
語
を
紹
介
す
る
。
美
術

の
節
で
は
塑
像
、
絵
画
な
ど
を
論
ず
る
が
、
コ
ー

タ
ソ
系
（
三
二
五
頁
）
、
古
代
イ
ラ
ン
系
（
三
二

八
頁
）
の
影
響
と
と
も
に
、
グ
レ
コ
・
ブ
デ
ィ
ッ

ク
系
（
三
二
八
頁
）
、
　
ス
キ
タ
イ
様
式
（
三
ご
二

頁
）
の
影
響
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
氏
に
よ

っ
て
初
め
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
内
容
の
紹
介
を
終
る
が
、
実
は
チ
ベ
ッ

ト
文
化
の
研
究
に
は
難
問
が
多
い
。
歴
史
、
宗
教
、

文
学
、
民
俗
な
ど
の
ど
の
分
野
を
と
っ
て
も
、
研

究
が
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
一
つ
の
分
野
だ
け
で
も
研
究

は
困
難
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
通
じ
、

し
か
も
こ
れ
程
の
ス
ケ
1
ル
で
全
体
を
論
ず
る
こ

と
の
で
き
る
の
は
、
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
学
力
と
精

進
を
物
語
っ
て
い
る
。
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
学
の
大

宗
を
知
る
好
個
の
文
献
と
し
て
本
書
を
推
賞
し
た

い
。
　
な
お
こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
書
を
、
力
を
尽
し

て
翻
訳
、
紹
介
さ
れ
た
山
口
、
定
方
両
氏
に
は
更

め
て
敬
意
と
感
謝
を
献
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い

う
の
は
チ
ベ
ヅ
ト
物
の
邦
訳
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語

の
初
歩
も
知
ら
な
い
た
め
に
、
反
っ
て
研
究
者
を

惑
わ
す
も
の
が
余
り
に
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
本
書
の
場
合
、
で
き
れ
ば
、
翻
訳
に
際
し
て
、

ど
の
よ
う
に
両
氏
の
間
に
責
任
が
分
担
さ
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
だ
け
は
あ
と
が
き
に
明
記
し
て
戴

き
た
か
っ
た
と
思
う
。

　
　
（
A
5
照
刊
、
太
・
文
一
二
四
山
ハ
｝
貝
、
索
引
、
註
、
参
考
文

　
献
三
八
頁
、
昭
和
四
六
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
刊
、

　
定
価
二
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
長
・
京
都
大
学
教
授
）

…
会
計
部
よ
り
…

匿
8
欄
．
■
■
暉
．
．
■
・
．
巳
巳
・
「
匿
掌
掌
3
‘
響
響
冒
●
「
「
％

　
　
　
会
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

　
本
会
会
費
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
お
願
い
し
ま

し
た
よ
う
に
五
四
巻
一
号
よ
り
、
年
間
一
八
○
○

円
（
一
号
当
り
一
二
〇
〇
円
）
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
、
印
欄
代
、
郵
便
料
金
等
の
大
幅
な
値

上
り
を
う
け
、
現
状
で
は
史
林
発
行
の
た
び
に
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
し
て
は
、

史
林
の
定
期
発
行
を
最
大
の
目
標
と
し
、
他
の
経

費
を
出
来
る
だ
け
節
減
す
る
よ
う
努
力
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
史
林
の
発
行
す
ら
あ

や
ぶ
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
理
事
会
、
評
議

員
会
の
決
議
に
よ
り
、
次
の
通
り
値
上
げ
の
止
む

な
き
に
至
り
ま
し
た
。
諸
般
の
事
情
を
御
賢
察
の

上
、
御
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

田
会
費
　
年
間
｝
、
八
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
号
当
り
三
〇
〇
円
）

新
会
費
　
年
間
二
、
四
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
号
当
り
四
〇
〇
円
）

　
旧
定
価
　
一
号
当
り
三
五
〇
円

　
新
定
評
　
一
号
当
り
四
五
〇
円

（
樋
口
隆
康
）

一
九
七
二
年
二
月
二
五
日
印
測

一
九
七
二
年
三
月
一
日
発
行

史

発
行
人

印
刷
所

定
価
三
五
〇
円

林
（
第
五
五
巻
第
二
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
羽
　
　
田
　
　
　
明

京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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